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地域の防災につい
て調べよう

〇意見の違いを大事にし
ながら話し合い，考えを深
める。

〇思考に関わる語句
の量を増し，語句と語
句との関係，語句の
構成や変化について
理解し，語彙を豊か
にしている。

〇「話すこと・聞くこ
と」において，互いの
立場や意図を明確に
しながら計画的に話
し合い，考えを広げ
たりまとめたりしてい
る。

〇粘り強く意見の違
いを大事にしながら
話し合い,学習の見通
しをもって考えを深め
ようとしている。

〇情報と情報との関
係付けの仕方，語句
と語句との関係の表
し方を理解し使ってい
る。

〇「書くこと」におい
て，目的や意図に応
じて簡単に書いたり
詳しく書いたりしてい
るとともに，事実と感
想， 意見とを区別し
て書いたりしている
など，自分の考えが
伝わるように書き表
し方を工夫している。
〇「読むこと」におい
て，事実と感想，意
見などとの関係を叙
述を基に押さえ，文
章全体の構成を捉え
て要旨を把握してい
る。
〇「読むこと」におい
て，目的に応じて，
文章と図表などを結
び付けるなどして必
要な情報を見付けた
り，論の進め方につ
いて考えたりしてい
る。

〇積極的に雪エネル
ギーの利用に対する
筆者の主張と取り上
げた事例の関係，残
された課題などを検
討し，今までの学習を
生かして，筆者の説
明の仕方や雪エネル
ギーの利用について
考えをまとめようとし
ている。

随筆を書こう 〇心を動かされたできごと
から書く事柄を決め，随筆
を書く。

〇思考に関わる語句
の量を増し，文章の
中で使っているととも
に，語句と語句との関
係，語句の構成や変
化について理解し，語
彙を豊かにしている。
また，語感や言葉の
使い方に対する感覚
を意識して，語や語
句を使っている。
〇比喩や反復などの
表現の工夫に気付い
ている。

〇「書くこと」におい
て，目的や意図に応
じて，感じたことや考
えたことなどから書く
ことを選び，集めた
材料を分類したり関
係付けたりして，伝
えたいことを明確に
している。
〇「書くこと」におい
て，筋道の通った文
章となるように，文章
全体の構成や展開
を考えている。

〇積極的に随筆の特
徴について理解し，学
習課題に沿って心を
動かされたできごとか
ら書く事柄を決め，随
筆を書こうとしてい
る。

国語 第６学年

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に取り

組む態度
単元名 時数 単元の到達目標（単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

雪は新しいエネル
ギー

〇雪エネルギーの利用に
対する筆者の主張と取り
上げた事例の関係，残さ
れた課題などを検討しな
がら読み，筆者の説明の
仕方や雪エネルギーの利
用について考えをまとめ
る。
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物語を作ろう 〇写真から想像を広げ，
展開を考えて物語を作る。

〇文の中での語句の
係り方や語順，文と文
との接続の関係，文
章の構成や展開，文
章の種類とその特徴
について理解してい
る。

〇「書くこと」におい
て，筋道の通った文
章となるように，文章
全体の構成や展開
を考えている。
〇「書くこと」におい
て，目的や意図に応
じて簡単に書いたり
詳しく書いたりしてい
るとともに，事実と感
想， 意見とを区別し
て書いたりしている
など，自分の考えが
伝わるように書き表
し方を工夫している。
〇「書くこと」におい
て，文章全体の構成
や書き表し方などに
着目して，文や文章
を整えている。

〇積極的に物語のつ
くりの特徴について理
解し，学習課題に沿っ
て写真から想像を広
げ，展開を考えて物
語を作ろうとしてい
る。

川とノリオ 〇優れた表現を味わいな
がら，人物の心情を読み，
優れた表現についての感
想を話し合う。

〇比喩や反復などの
表現の工夫に気付い
ている。
〇文章を音読してい
る。

〇「話すこと・聞くこ
と」において，互いの
立場や意図を明確に
しながら計画的に話
し合い，考えを広げ
たりまとめたりしてい
る。
〇「読むこと」におい
て，登場人物の相互
関係や心情などにつ
いて，描写を基に捉
えている。
〇「読むこと」におい
て，人物像や物語な
どの全体像を具体的
に想像したり，表現
の効果を考えたりし
ている。
〇「読むこと」におい
て，文章を読んで理
解したことに基づい
て，自分の考えをま
とめている。
〇「読むこと」におい
て，文章を読んでま
とめた意見や感想を
共有し，自分の考え
を広げている。

〇進んで優れた表現
を味わいながら，人物
の心情を読み優れた
表現を味わいながら，
人物の心情を読み，
学習の見通しをもって
優れた表現について
の感想を話し合おうと
している。
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自分の考えを発信
しよう

〇理由や根拠を示して，
説得力のある意見文を書
く。

〇文の中での語句の
係り方や語順，文と文
との接続の関係，文
章の構成や展開，文
章の種類とその特徴
について理解してい
る。

〇「書くこと」におい
て，目的や意図に応
じて簡単に書いたり
詳しく書いたりしてい
るとともに，事実と感
想， 意見とを区別し
て書いたりしている
など，自分の考えが
伝わるように書き表
し方を工夫している。
〇「書くこと」におい
て，引用したり，図表
やグラフなどを用い
たりして，自分の考
えが伝わるように書
き表し方を工夫して
いる。
〇「書くこと」におい
て，文章全体の構成
や書き表し方などに
着目して，文や文章
を整えている。
〇「書くこと」におい
て，文章全体の構成
や展開が明確になっ
ているかなど，文章
に対する感想や意見
を伝え合い，自分の
文章のよいところを
見付けている。

〇積極的に情報と情
報との関係付けの仕
方，図などによる語句
と語句との関係の表
し方を理解し，学習課
題に沿って理由や根
拠を示して，説得力
のある意見文を書こう
としている。

ぼくの世界、君の世
界

〇筆者の考えに気をつけ
ながら，文章の要旨を捉
え，「心の世界」について
考える。

〇【知技】原因と結果
など情報と情報との
関係について理解し
ている。（〔知識及び
技能〕(2)ア）

〇【思判表】「書くこ
と」において，目的や
意図に応じて簡単に
書いたり詳しく書い
たりしているととも
に，事実と感想， 意
見とを区別して書い
たりしているなど，自
分の考えが伝わるよ
うに書き表し方を工
夫している。（〔思考
力，判断力，表現力
等〕Ｂウ）

◎【思判表】「読むこ
と」において，目的に
応じて，文章と図表
などを結び付けるな
どして必要な情報を
見付けたり，論の進
め方について考えた
りしている。（〔思考

〇【態度】進んで筆者
の考えに気をつけな
がら，文章の要旨を
捉え，自分の経験を
ふりかえりながら「心
の世界」について考え
ようとしている。
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書評を書いて話し合
おう

〇これまでに読んだ本の
中から好きな本について
書評を書き，紹介し合う。

〇日常的に読書に親
しみ，読書が，自分の
考えを広げることに役
立つことに気付いて
いる。

〇「話すこと・聞くこ
と」において，話の内
容が明確になるよう
に，事実と感想，意
見とを区別するな
ど，話の構成を考え
ている。
〇「話すこと・聞くこ
と」において，資料を
活用するなどして，
自分の考えが伝わる
ように表現を工夫し
ている。
〇「書くこと」におい
て，目的や意図に応
じて簡単に書いたり
詳しく書いたりしてい
るとともに，事実と感
想， 意見とを区別し
て書いたりしている
など，自分の考えが
伝わるように書き表
し方を工夫している。
〇「読むこと」におい
て，文章を読んで理
解したことに基づい
て，自分の考えをま
とめている。

〇進んで書き表し方
に着目して文を整え，
これまでに読んだ本
の中から好きな本に
ついて書評を書き，紹
介し合おうとしてい
る。

きつねの窓 〇登場人物の心情の変化
を考えながら読み，想像し
たことを書く。

〇【知技】思考に関わ
る語句の量を増し，話
の中で使っているとと
もに，語句と語句との
関係，語句の構成や
変化について理解し，
語彙を豊かにしてい
る。また，語感や言葉
の使い方に対する感
覚を意識して，語や
語句を使っている。
（〔知識及び技能〕(1)
オ）

〇「書くこと」におい
て，目的や意図に応
じて簡単に書いたり
詳しく書いたりしてい
るとともに，事実と感
想， 意見とを区別し
て書いたりしている
など，自分の考えが
伝わるように書き表
し方を工夫している。
〇「読むこと」におい
て，人物像や物語な
どの全体像を具体的
に想像したり，表現
の効果を考えたりし
ている。
〇「読むこと」におい
て，文章を読んで理
解したことに基づい
て，自分の考えをま
とめている。

〇進んで登場人物の
心情の変化を考え，
学習の見通しをもって
想像したことを書こう
としている。
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伊能忠敬 〇伊能忠敬の生き方を考
えたあと，興味のある人物
の伝記を読んで，その人
物を紹介する。

〇文の中での語句の
係り方や語順，文と文
との接続の関係，文
章の構成や展開，文
章の種類とその特徴
について理解してい
る。

〇「書くこと」におい
て，目的や意図に応
じて簡単に書いたり
詳しく書いたりしてい
るとともに，事実と感
想， 意見とを区別し
て書いたりしている
など，自分の考えが
伝わるように書き表
し方を工夫している。
〇「読むこと」におい
て，人物像や物語な
どの全体像を具体的
に想像したり，表現
の効果を考えたりし
ている。
〇「読むこと」におい
て，文章を読んで理
解したことに基づい
て，自分の考えをま
とめている。
〇「読むこと」におい
て，文章を読んでま
とめた意見や感想を
共有し，自分の考え
を広げている。

〇積極的に原因と結
果など情報と情報と
の関係について理解
し，学習課題に沿って
伊能忠敬の生き方を
考えたあと，興味のあ
る人物の伝記を読ん
で，その人物を紹介し
ようとしている。

〇「話すこと・聞くこと」
において，目的や意図
に応じて，日常生活の
中から話題を決め，集
めた材料を分類したり
関係付けたりして，伝
え合う内容を検討して
いる。
〇「話すこと・聞くこと」
において，互いの立場
や意図を明確にしなが
ら計画的に話し合い，
考えを広げたりまとめ
たりしている。
〇「書くこと」において，
目的や意図に応じて簡
単に書いたり詳しく書
いたりしているととも
に，事実と感想， 意見
とを区別して書いたりし
ているなど，自分の考
えが伝わるように書き
表し方を工夫している。
〇「書くこと」において，
文章全体の構成や展
開が明確になっている
かなど，文章に対する
感想や意見を伝え合
い，自分の文章のよい
ところを見付けている。

〇積極的に卒業を前
に六年間の言葉の学
びを振り返り，成長を
自覚するとともに，中
学校での新しい言葉
との出会いの希望を
持とうとしている。

ひろがる言葉 〇卒業を前に六年間の言
葉の学びを振り返り成長を
自覚するとともに、中学校
での新しい言葉との出会
いの希望を持つ。

〇話し言葉と書き言
葉との違いに気付い
ている。


